
竹原市若者コミュニティ構築促進事業補助金審査基準

※最低基準点は６割とし、総合計点の６割に満たない場合は、補助金交付の対象としない。

区分 審査・評価項目 審査・評価の視点 配点

必

須

項

目

団体資格

①ALL 竹原の協力会員であるか。

②市内に事務所等の拠点を有し、主として市内で活動を行う団体か。

③政治・宗教活動を目的とせず、暴力団等との関係がないか。

必須

企画対象者・人数

①「若者」（市内在住・在勤・在学の 39 歳以下）の繋がりを作る団体、

または若者 5名以上で構成された団体か。

②若者が 10名以上参加する企画か。

必須

開催場所 ・事業の実施会場が「竹原市内」の施設等であるか。 必須

ALL 竹原との連携 ・ALL 竹原の運営委員会と連携して実施する内容になっているか。 必須

事業の非営利性等 ・営利、特定商品の販売、他業務への勧誘等の逸脱した活動でないか。 必須

新規性
・従前から実施しているイベントや会議等と同一内容（焼き直し）で

ないか。
必須

納税状況 ・竹原市税を滞納していないか。 必須

内

容

審

査

事
業
目
的
・
効
果

コミュニテ

ィ構築への

寄与度

・単発のイベントで終わらず、参加した若者同士の持続的な繋がりや

コミュニティ創出が期待できる、又は若者の企画増に繋がるプロセ

スが工夫されているか。

25

若者のニー

ズ・課題解決

・竹原市の若者の現状やニーズを捉えており、若者にとって魅力的で

参加しやすい内容になっているか。
15

企
画
内
容
・
独
自
性

企画の魅力

と独自性

・従来のイベントにはない斬新な切り口や、竹原市の地域資源（人・

場所・歴史等）を活かした独自のアイデアがあるか。
20

ALL 竹原との

連携の具体

性

・ALL 竹原きらっと未来創造会議との連携内容が明確であり、相乗効

果が期待できるか。
20

実
現
可
能

性
・
体
制

実施体制と

遂行能力

・事業を計画通り円滑に実施できる体制が整っているか（人員配置、

役割分担、協力者の有無など）。

10

収
支
の

妥
当
性

経費の妥当

性・効率性

・予算使途（経費区分）が適正であり、無駄な経費が計上されていな

いか。

・補助対象外経費（食糧費や景品代など）が含まれていないか。

10

合 計 100


